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史上初の世界史家カーシャーニー

　　　『集史』編纂に関する新見享

徳　塚 修

は　じ　め　に

　イルハーン朝（1256－1335以降）に仕えた有力政治家ラシード・アッディーンRashld

aレ1）in　i）（1249／50－1318）が編纂した蝶史ノtz’mi　‘　a／一：Tawdiriklz』は，第1巻ヂモンゴル史」，

第2巻「世界史⊥第3巻「世界地誌」の3巻からなるペルシア語普遍史書である2｝。これ

までに『集史』は，モンゴル帝国史に関する重要な一次史料としてだけではなく，中国，イ

ンド，ヨーロッパまでを対象とする「史上初の世界史」として高く評価されてきた。例えば

イラン史．研究の碩学ボイル」．A．　Boyleは「ラシード・アッディーン：最初の世界史家」と

いう論稿の中で第2巻「世界史」を次のように紹介している。

　　この巻はアダムと族長に始まり，ペルシアにおける前イスラーム晴代の諸王，ムハンマ

　　ドと！258年にモンゴルにより滅ぼされるまでのカリフ，ペルシアにおけるイスラーム

　　時代の諸王朝，オグズと彼の一族およびトルコ入，中國人，ユダヤ教徒　ヨーロッパ人

　　と皇帝・教皇，そして，仏陀と仏教に関する詳細な情報を含むインド人の歴史を物語る。

　　事実上第2巻は，最初の世界史なのである。〔Boyle　1971：2！］

蝶史』を史上初の世界史とする見解は多くの研究者に共有され3／，我が国でも，その編纂

事業は「重要な文化史上の大事件」と讃えられている［本田！984：635］。今や『集刻は，

数あるペルシア語史書の中で最も研究価値を見出されている作贔と書っても碧い過ぎではな

いだろう4）。

　このような『集史』に対する現在の評価を覆す可能性を秘めた証雷が残されている。それ

1）ラシードの経歴については，少し古いがTogan　1964が詳しい。

2）　躁史』は，総序文の目次の中では3巻構成とされているが，その後ラシード自身が編纂した

　鎮理の精妙乙磁グ加1一珈σグが姻や謬ラシード著作金集吻物ぬr璽丁α鈎zチ般α曲躍潮では，系

　図集が追加され，第1巻ヂモンゴル史」，第2巻「世界史」，第3巻「系図集」，第4巻「世界地

　誌」からなる4巻本であると紹介されている£LH：II　13畦4；MTR：2a－2b］。ただし，3巻本であ

　るにせよ4巻本であるにせよ，その内容を完全に保存する写本の存在は確認されていない。

3）　枚挙にいとまがないが，例えばJahn　1965：x；Jahn！967：81；Pfeiffer　2013：62。

4）例えば，ブラウンE．G．　Browneは『ペルシア文学史』（初刊1920年）において，「いずれにし

　ても，歴史という領域において，価値でそれ（『集史選）に隈敵し得るペルシア語散文史料がある

　かは疑わしい」と述べている［Browne　1951：75］。
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は，ラシードと同時代に活躍した歴史家カーシャ～ニーAba　al－Qasiエn　Qashani（1323／4以

降没）による，自分こそが『集史雌の真の著者であるとする主張である。この主張は，先行

研究の中でもたびたび紹介されてきたが（例えばMelville　2008：462a－462b），その真意を史

料に基づいて検証しようとする研究者は現れなかった。本稿では，カーシャーニーによるペ

ルシア語普遍史書『歴史精髄Z励4磁αた7〕α磁7読瑚の文献学的考察を通じて，彼の主張の

真意を明らかにした上で，ラシードの礁贈第2巻「盤界吏」の編纂過程に関する新見解

を提示したい。

　篠史』に関する文献学的研究は，現存写本の系統などを中心に，今日に至るまで精力的

に進められてきた5＞。しかし，その多くは史料的価値の高い第1巻「モンゴル史」を対象と

するもので，第2巻「盤界史」を対象とする研究は実はさほど多くない。ヤーンK．　Jahnと

ロウシャンM。Rawshanによる翻訳と校訂テクストの作成6｝，美術史家による写本絵画研究

が知られるがア）t一方で，その編纂過程を詳細に検討した研究は管見の限り存在しない8）。

実は，カーシャ一汁ーという非著名歴史家の著作に焦点を当てることによって，初めて第2

巻「世界史」を含めた『集史fi編纂の実態を明らかにすることが可能になるのである。

1　カーシャ一輪ーと『集史』

　1　カーシャーニーの主張

　カーシャーニーは，イルハーン朝8代鴛主オルジェイト（在位1304－16）の一代記財ル

ジェイト史7加勅が碍の耀を著した際その中で折に触れてラシードを挽判し，懲分こ

そが躁贈の真の著者であると主張した。彼は706／！306／7年の事件の一つとして，陳

史』のオルジェイトへの献呈という出来事を挙げている。

　　（706年シャウワール月）10臼金曜日／1307年4月！4日，イランの宰相dustOr－i　lran

5＞　小計の研究動向については宇野2011を，その他ラシードの著作活動全般の研究動向につい

　ては岩武1994を参照。

6＞第2巻を含む繰郊の全テクストの校訂出版は，ブラウンが1908年にその重要性を説いて以

　来［Browne　1908］，研究者の長年の悲願であったが，2013年のJTIIぼ集史』第2巻「世昇史」

　の前半部「天地創造からアッバース朝に至る歴史」）の出版によりついに実相した。ただし，極め

　て遺憾なことだが，ロウシャンがJTHの底本として使用したと考えられるイスタンブル写本

　（lstanbui，　Topkapi　Paiace　Library，　MS，　Hazine　1653）の該当箇所は，ティムール朝期にハーフィ

　ズ・アブルーHafiz－i　Abraが加筆したテクストで，蝶史壽のテクストとは似て非なるものであ

　る。ロウシャンは校訂の際に，底本にあるハーフィズ・アブルーに関係する記述を意図的に削除

　し£JTH：III　1531－！532］，罫集史雌のテクストとして刊行してしまったのである。したがってT実

　質的には，繰郊全テクストの校訂出版がJTHの出版をもって成し遂げられたとは書えない。

　本稿では，蝶蝿第2巻r世界史」の蕩揺部「天地創造からアッバース朝に棄る歴史」の内容を

　扱う際には，JTIIではなく旧史選第2巻「世界史」の諸写本を利胴する。

7）美術史家による代表的な研究はInai　1965；Rice　and　Gray！976；Gray！978；Blair　l995。

8）第2巻「世界史」研究の問題点と意義については白岩1995：188を参照。
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　　ハージャ・ラシード・アッディー・ンは，このか弱き者（カーシャーニー）の著書・作品

　　であった『翌旦飾励ゴ二戸‘αだτ々厩7勲』を拒絶されしユダヤ教徒の手を通して王

　　様（オルジェイト）に献呈し，その褒賞として私有地・村・不動産aml諏wa　d1h　wa

　　diya‘から50トマソの正税を得た。また毎年，その土地の収穫物・農産物mah§al－i

　　mustadrakat　wa　ruy嚢‘一i　irtifa‘atから20トマソの現金が簡単に全て彼の下に送られる。

　　一方，編纂の約定に反してba　wu諏d－i　wa‘da－yi　tasnlf，1ディルハムもその著者・作者

　　には与えられなかった。大変な努力と沢山の苦労をし，幾年もかけて編纂したというの

　　に。

　　　　苦労をしたのはこの私。ところが我が主（ラシード）は

　　　　それを彼の名前で完成させてしまった9・〉［TUA：160a；TUH：54－55］　iO｝

これをまとめるど彼の主張の骨子は，①『集史』の著者はカーシャーニーで，②その作品

をラシードが横取りし③ラシードの名前でオルジェイトに献呈し大金を得た，一方④

カーシャーニーへの褒賞は一切なかった，という4点に整理できる。彼は最終章でも，ほぼ

同じ内容の主張を展開している［TUA：24！b；TUH二240－241〕。

　2　カーシャー：ニーの主張をめぐる見解

　この『オルジェイト史』におけるカーシャーニーのラシード批判はTTUPの旧所有者

シェーファー一Ch．　Scheferに紹介された後［Schefer　1895：！2］，学界に広く知られるように

なった。しかし，この主張はプロシェE．Blochetの支持こそ得たものの£Blochet　19！0：

128－！57］　ii）t多くの研究者はそれに否定的な立場を取ってきた［Qazwini　l339：296－297；

Nafisi　1363：151，733－734；＄afa！372：1231－1232；Mudarrisi　Zanjanl　1364：1－2，15；赤坂

1994：57，　61；Al－i　D会稲d！373：！73b；Daftary　2004：48－49；Afshar　1386：xvi；Melville　2008：

462a－462b］。彼らはカーシャーニーをラシードの著作活動を補佐した助手の一入と位貸付

け，躁史』編纂への関与こそ認めるものの，著者ではありえないと反論する。そして時に

その反論は，カーシャーニーを非難する形で展開される。例えば，プレーゲルYu．　E．

Bregelのペルシア語文献騒騒では，カーシャ一華ーの『歴史精髄』という著作は次のよう

に紹介されている。

9）　本稿の引用文申における丸揺弧は筆者による補足を意味する。また祈願文は省略した。

10）現存する『オルジェイト難の写本はTUA（1351年書写）とTUP（！9世紀書写）の2写本で

　ある。ただし，TUPはTUAから直接書き写された写本だと考えられているため［Murtadawi

　1385：495］，校訂する際底本とすべきは必然的にTUAということになる。　llオルジェイ｝・購に

　は，このTUAを底本とした校誇本TUHが出版されているが，そこには誤読を始めとする様々

　な問題点が見られ，TUffからその内容を正確に理解することは難しい。そこで，本稿では現存

　する最良の写本TUAを使用し，参考としてTUHの頁数もその脇に提示する。

11）　プロシェの評価については，Murtadawl　I385：452－544で詳しく紹介されている。ただし，プ

　ロシェはこれ以前の論考においては，カーシャ一陣ーの主張に否定的な立場を取っていた
　［Blochet　1898：　43－44；　Biochet　1905：　283－284］o
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　　『歴史精髄』〔？］一オルジェイトの治世［703－716／！304－1316年］に編纂された

　　一は，アダムからバグダード陥落までの普遍史で，序1イスラーム以前の歴史］と

　　二つの部こ1イスラーム以前のイランの王，2ムハンマド以降］からなる。イスマー

　　イール・ハーン・アフシャールが論じているように，纏史精髄雲は先行する幾つかの

　　歴i史書の簡単な集成にすぎずこ例えばウトビーの『ヤミーニー史』，ニーシャープー

　　リーの『セルジューク朝史悉など］，アブー・アルカースィム・カーシャーニーは，冒集

　　史』の最薪版の編纂をラシード・アッディーンに依頼された際逐語酌に書き写し，そ

　　れどころか作品を自分の物としてしまったのである。［Bregel　1972：32！］

『歴史精髄』というのは，プロシェがカーシャーニーの主張を支持する際に論拠の一つとし

て用いた著作である。この著作は学界において，その存在すらほとんど認知されていない作

品であったがi2＞，近年，『歴史精鰻の「セルジューク朝史」の章に着欝したモートンA．H，

Mortonが幾つか論稿を著している。興味深いことに，モートンもプロシェと心様に，カー

シャーニーの主張を支持している［Morton　2004：23－25；Morton　2010：167］。どうやら問題

解決の鍵となりそうなのは，『集贈編纂と何らかの関係が認められる『歴史精通という

作晶のようである。『歴史鴻恩と読史』を比較したプロシェとモートンはカーシャーニー

の主張を支持し，その作業を行っていない研究者は総じて彼の主張を退けている13）。

　現在ド歴史精髄』には，わずかに「セルジューク朝史」（ZTS）と「イスマーイール派史」

（ZTDの二つの部分校訂が存在するのみで，その作品全体へのアクセスは極めて難しい状

況にある。こういつた史料的な鋼約もあり，カーシャーニーの作品を検討しないまま，ラ

シードは偉大な歴史家でカーシャーニーはその助手の一一人にすぎない，という評価が再生産

されてきたのである。カーシャー一　＝一がラシードのことを「我が主makhdUm－i　man」

［TUA：！60a；TUH：55］と呼んでいることから，ラシー一一ドの方が上の立場にあったことが

分かるが，これだけではカーシャーニーがラシードの助手であったことの証拠にはならない。

同時代史料にはカーシャーニーがラシーードの『集史』編纂事業を手伝ったという具体的な記

述は一切存在しないのである。他方，カーシャ一二ーを支持するプロシェとモートンは，

歴史精髄』を部分的に検討しただけで，その全体像を再構成するまでには至っておらず，

彼らの論証にも不十分な点は残る。したがって，まずはカーシャ一義ーと彼の手になる歴

史精欄というマイナーな作品の検討から始める必要があるだろう。

12）　イルハーン朝期歴史叙述に関する最新の概論Melvme　2012の中でも紹介されていない。

13）　カーシャーニーの主張に否定的な立場を取る研究者の中で，唯一アフシャール1．Kh．　Afsharだ

　けが国史精髄』のテクストに目を通している。アフシャールは『歴i史精髄』とそれに先行する

　歴史書を比較した上で，前者は後者の剰窃であると結論曾けた［Afshar　1312：28－29］。しかし，

　この理屈で旧史精騰を評価するならば，ほぼ同じ内容・章構成の蝶郊第2巻「世界史」

　もまた前代の作品の騨窃だということになってしまう。アフシャールはこの点には触れず，郵歴史

　精髄曇を酷評し，『高畠を高く評価している。
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∬　カーシャ一州ーの経歴

　『イラン大百科』の「アブー・アルカースィム・カーシャーニー」の項霞からも分かるよ

うに，カーシャーニーの経歴に関する情報はほとんど残されていない［Soucek　l985］。彼は

自著の中で，自分の名前をAbo　al－Qasim　‘Abd－Allah　b．‘Ail　b．　Mubammad　b．　Abi　Tahir　a1－

Qashanl［AJII：60a；AJI2：2b；AJL：124b］と表記している（“b．　Ab1　Tahir”の部分が脱落

していることもある〔AJP：2a；AJL：3b；ZTB：1b；ZTTi：189b－190a；TUA：138a］　）　i‘i｝。曾「

糧父アブー・ターヒルはタイル職人で，以後その子孫からタイル職人を輩謁したため，その

名に困んで彼の家系はアブー・ターヒル家と呼ばれている15＞。ただし，カーシャーニーは，

自身の職業を，タイル職人ではなく，歴史家mu’arrikh［ZTTi：190aなど］，算術家hasib

［AJI2：2b］と記しており，彼は，これらの技能を生かしてイルハーン朝宮廷で活躍してい

たと考えられる。

　彼の生没年に関する情報は残っていない16／。ただし，ヒンドゥーシャ・一HindUsh2h　b．

Sanjar　Nakhjiwanl（1330塁壁）著『先祖の経験7切㊧励al－SαlafS（1323／4年）17）の中に，

カーシャーニーに対するf彼の人生が長く続きますようにdamat　ayyam－hujという祈願文

があることから，この年にはまだ存命であり，没年はこの日付以降だと考えられる。ここで

ヒンドゥー一・・シャーは，カーシャーニーのことをギ識者たちの王，歴史家たちのお手本malik

al－afadil　qudwat　al－mu’arrikhinjと高く評価している［TS：325］18／。

　カーシャーニーの著作としては，現在三つの作品が知られている。これまでの研究におい

て，彼の名前は，モンゴル帝国史研究者の間では『オルジェイト史』の著者として，美術史

研究者の問では鉱物学書繊石の花女豹4短’ガsαた伽〃盈凋の著者として知られており玉9），両

作品については，校訂本も出版されている。一方，彼のもう一つの訓辞『歴史精髄』に関す

る研究は全くと需っていいほど進んでいない。

14＞　カーシャーニーのヂカ」の子音には一貫してkafではなくq証が胴いられている。

！5）アブ一二ーヒル家についてはWatson！985を参照。カーシャーニーの兄弟ユースフY［lsufは

　ヴァラーーミーンにあるイマーム・ザーデ・ヤフヤー一のミフラーブのタイル（1305年作）の作者で

　ある。

16）　カーシャーニーの没年に言及した唯一の記録は。17世紀に編纂された『疑問の氷解施5妙αム

　Zundrnkにある836／憩32／3年という年記だが£K：Z：951］，これは彼が活躍した時代より！抵紀

　も後の年記であり，信用性に欠ける。

17）　アラビア語鑑文学作品郵アルファフリー　al－Fafehrik（1302年）を主要典拠とするムハンマドか

　らアッバース朝までを対象とする歴史書。ヒンドゥーシャーは踏・記典範Dastabrαムκ割拠

　（1361－67年）の著者ムハンマドMubammad　b．　Hindashah　Nakhjiwan1の父親にあたる。

18）　ヒンドゥーシャーはカーシャーニーの名前をJamal　al－Din　Abtt　a｝一Qasim　Kashlと表記する。ま

　た，同時代の知識人ムスタウフィーHamd－Allah　Mustaw倉（1344頃没）も同様に表記している

　［TGi7］e

19）　財ルジェイト史馨を主要史料として用いた研究としては例えばMeiville　I998；杉Pt　2004が，

　『鉱石の花嫁壽を主要史料として用いた研究としては例えばAIIan　1973がある。



30 大　塚 修

m　『歴史精髄』

　韮　『歴史心髄灘の写本

　『歴史精髄』という作撮を検：回するためには，まず現存する写本から全体像を再構成する

必要がある。現在筆者が存在を確認している写本は以下の7点であるco｝。

¢　Tehran，　Tehran　URiversity，　MS．　57！5　［Dthnisli－pazhtth　1357　：　74－75］

　　256葉，ナスフ体，25行，23　×　！6　cm（17×1！cm），ナフィースィーS，　Nafisl，イクバー

　　ル‘A．Iqba1旧蔵［lqbal　Ashtiy農nl　1324：40〕，書写年：717年第1ジュマーダー月25日

　　／！317年7月28日，写字生：‘Abd　a1－Wahhab　b．　Akhi　Mukammad　b．　Jastan　b．　AkhI

　　M癖ammad　a1－Biyab舶aki，書写勉：ラシードの隊商宿（在スルター唱導ーヤ），内容：

　　天地翻造からアッバース単層まで（蟹頭数相欠葉，256－607／869－121！年の記事欠葉）

＠Beylin，　State　Library，　MS．　Minutoli　237　［Pertsch　1888　：　385－386］

　　224葉，ナスターリーク体2P，17行，25．5×17．5　cm（！8．5　×　12　cm），書写年：16－17盤

　　紀？，内容：天地創造からウマイや朝史まで（65／684／5年以降の記事欠葉）

③Tehran，　Vali一‘asr　Mosque，詳細不明［Danish－pazhah　i364二285］帰日22／

　　書写年：19盤紀内容1天地創造からムハンマドまで

＠　TehraR，　Tehran　University，　MS．　9067　［Diinish－pazhu－ih　1364　：　284－285］

　　407葉，ナスターリーク体，19行，24　×　18　cm（！8×13　cm），アフシャール1．　Kh．　Afshar

　　旧蔵，書写年：989年ムハッラム月／！581年，内容：天地創造からアッバース朝史まで

　　（胃頭数葉欠，430／！038／9年以降欠葉），盤界史

＠　Tehran，　Telaran　University，　MS．　Adablyat　35」　［Danish－pazht－ih　1339　：　！47］

　　36葉，ナス二一リーーク体，！9行，24×！8　cm（18×14　cm），書写年：989年ムハッラム

　　月／158！年，内容：ガズナ朝史（もともとは④の一一部）

＠　Te13ran，　Tehran　University，　MS．　5210　［Danish－pazhah　1345　：　4152－4153］

　　116葉，ナスターリーク体，22行，22×17．5cm（！6x！4．5　cm），書写年：1311年

　　ズー・アルカーダ月／！894年，写字生：Fad1一AIIah　KhaR　Haqlq（④から直接書写），

　　内容：イスマーイ～ル派史

20）　トビリシ写本（Tbilisi，亙nstitute　of　Manuscripts，　MS．84）を『歴史精髄」の写本として挙げるkl

　録もあったが［Danish－pazhah　1364：285］，レザー・ダールヴァンド翠．　Rida　Dalwandiの写本調

　査の結果Tこの写本は豹ッサーフ史丁砂齢ゴ骸55げ』の写本であることが明らかとなってい
　る　〔Rida　D証wa登d　1382］。

21）　臣録では書体はシェキャステ体と記されているが，ナスターリーク体のように見える。

22）　ダーネシュパジューフM．T．　Danish－pazh自hは写本の所蔵先の一つとして，テヘランのヴァ

　リー・アスル・モスクという名前を挙げているが，その詳細を説明していないため，現在この図

　轡館がどこにあるのかは不明である。写本コレクシNンを所蔵する「ヴァリー・アスル」という

　名の図書館では，ガンバル・アリー・ハーン（ヴァリー・アスル）・マドラサが有名だが，その写

　本9録には『歴史精髄藝という書名は存在しない［Haklm　1386］。
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⑦Qazvin，詳細不明〔Jaha　l963：200〕未晃

　以上7点の写本の中で，筆者が調査できたのは①，②④⑤，⑥の5写本である。⑤

は元来④の一一一一部を構成する写本だと考えられるので，実質的に④と⑤は1つの写本とい

うことになる23）。また，⑥は1894年目④から直接書き写されたものなので，分析対象か

ら外す。したがって，本稿で扱うべきは，①②④（と⑤）の3写本ということになる。

残念ながら，いずれの写本にも欠葉が見られ，全体像を再構成するためには，これらの3点

の写本を栢互補完的に利用する必要がある。その結果は，表！に示した通りである。『歴史

精髄』の対象は，「天地創造からアッバース朝に至る歴史」（序文有），「イスマーイール派

史」（序文有），ヂアイユーブ朝史⊥「グール朝史」，「マグリブ史」，「ルーム・セルジューク

朝史」（序文有），「ガズナ朝史」，「セルジューク朝史」（序文有）、「ホラズムシャ一朝史」，

ヂサルグル朝史」，「アレッポ史」，「ディヤールバクル・マウスィル史⊥「イルビル史⊥

汐一ヒル朝史」，「サーマーン朝史⊥「フランク史」（序文有），「インド史」，rオグズ史⊥

沖國史」’ i序文有），「ユダヤ史」tと広範囲に及んでいる2‘9｝。

　この章構成は『朗吟』第2巻「世界史」の構成（表2）とほぼ同じだが，対象とする地域

は蝶史』よりも広く，アンダルス，シリア，アナトリアといった西方地域の歴史も含まれ

ている。また，章の中には独自の序文を持つものがあったり，それぞれ独慮の方式で節を区

切るなど，各章が一見独立した作品であるかのような構成を持っている点も特徴として挙げ

られる。

　2　『歴史精髄』の巻頭序文

　巻頭序文の内容が唯一保存されているのはZTBである25／。『歴史黙約という書名こそ挙

げていないが26），オルジェイトを賛美した後その執筆動機を次のように説明している。

　　（オルジェイトの）厳格な御勅令による要請に従って，時代の要求に応じて，諸事の変

　　革のため，次のように望んだ。各時代の諸王・諸スルターンとイランの地zam亙n－i　Iran

　　の王様・指導者たちの歴史と各時代の諸ヨ三・諸預言者・諸カリフの歴史を含む，7つの

　　国の精髄にして地上の諸国の精選たる第4気候帯の歴史を，神に選ばれし者アダムの御

23）⑤は毯録にはラシードの蝶娼の：辱二本として登録されているが，書体と紙質は④と完全に

　一致する。④では「ガズナ朝史」の章が脱落していることからt元来④の一部だったものが，

　登録の際に異なる写本として別々に登録された写本であると判断できる。

24）唯一仰書精髄』の後半音随保存しているZT㌘には頁の脱落と混乱が見られる。本稿では，

　ZTT！の内容に依拠して章構成を再現したが，本来の章構成とは順序が異なる可能性がある。

25）　巻頭序文の一部は既にプロシェにより翻刻されている［Biochet　19！0：140－142］。バスマラ，神

　と四書者への賛辞を含めた序文金文は筆者による翻劾（資料1）を参照。

26＞　そのため，ZTB写本の扉と小【二｛には瞳史の髄LZtbb　a1一　TawdrilehAという書名が後世の人の

　手で書き込まれている。作品名が鳴戸精髄勿∂4磁α1－TCtwdirilehgであることは，本文中の記述

　から分かる［ZTT1：66b；ZTT3：85a］。　ZTB写本ではこの部分は空白のまま残されており，書名

　を確認することはできない［ZTB：102b］。
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表1　il歴史精髄選の構成

章携成 ZTτ3 ZTB　　　　　　　　　　ZTT1

序文 欠葉r 1b－2b 欠藥

天地翻遣 欠藥r 2b－8a・ 1a一勲

1粛・：イスラーム前史£ 1a－83b 8aッ102b、． 穫a－66b

1籔：9一シュダーダ朝 1a戒Ob 9歌一32ar 4b－21a

籔卸カヤ門ン朝 20b－39鍵 3£a－5◎a｝ 21a一＄5a、

3節：アシ訊力「ン靭、 39b－51br、 50a門63a ＄5a畷3b

4館：サーサ晶ン朝r 51b－84b 63a一三〇2b 畦3b－66b

2戴1イスラ窮ム史 85a－256a 10鋤2鋤、 66b－187b、

ユ節：ムハンマド．、 85a畦5融・ 1◎2b－177b 66b－1ユ3訪、

’£節：蕉統カリフ 158a－19鑑a ユ77b－21ユa ・113b－136b

3節：ウマイや朝 19填a－231a㌧ 211a・22亜：（曇65年／ ・136ぴ16£a∫、

4節；アッバース朝 231乞ヒP256a　（256－607ご二三欠藥） 欠葉、 162a一ユ87b（門畦30年）

イスマ磁一ル派・

P章ニフアーテイマ朝

Q章：ニザール派．

欠漿、：・ 欠蕪 ま89認38ざ

アイユーブ朝 欠葉 欠葉 238b－243b

グール朝 欠葉 欠葉 243b－247わ

マグリブ史 欠葉 欠葉 247b－249a

ルーム・セルジューク朝 欠葉 欠葉 249b－255b

ガズナ朝 欠葉 欠葉、 客TT2：1甜購い

セルジューク朝 欠漿 欠鞭 露77b－29嘆b，欠葉，266a

ホラズムシヤー朝r 欠藥 欠薬r 懇66a乱268b．256aム265b

サルグル朝ご 霊薬 武藥、 詮95レ306a

アレッポ史 欠葉 欠葉 269a－269b

ディヤールバクル・マウスイル史 欠葉 欠藥 269b－273b

イルビル史 万葉 欠葉 274a－275a

ターヒル朝 欠葉 欠葉 275a－275b

サーマーン朝 欠課 欠葉 275b－276b

フランク吏； 欠瀧 欠葉・ 308a－328b

インド艶 欠藥 欠漿 329a－35畦b

オグズ史 欠蘂 欠葉β 356a二368b一

中麟吏～ 欠鞭 欠葉し・ 370甜378じ

ユダヤ史 欠葉 欠禁 380a遜11b

“『集史毒にも含まれる章については網掛けをして明示してある。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表2　現存響集史嚢の構成

第1巻　「モンゴル史」

第2巻　「世界剋

イスラーム前史

イスラーム史

ガズナ朝史

セルジューク朝史

ホラズムシャー朝史

サルグル朝霧

イスマーイール派史

オグズ難

中国史
ユダヤ史

フランク史

インド史
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　　世から太陰LS　700／1300／1年である今この時に至るまで，ムスリムahl－i　islamの考え

　　に従って，簡潔に手短に記すべきであると。そして，現在の人々・過去の先人の歴史に

　　ついて，有名で権威のある幾つかの書物一例えばカマール・アッディーン・イブ

　　ン・アスィールKamal　al－Din　lbn　Athlr，サイード・カーティブ・ワーキディーSa‘id

　　Katib　Waqidiの歴史7「δ勲12』，縦服Maghdzi9など一一から引用してきた。それが，

　　『集史海フクガα♂一Tawdrifelz』の補遺tamlma　wa母amlmaとなるように。何故ならば，ア

　　ジャムとアラブの歴史というのは，それ（『集史』）に比べれば全ての申のほんの一部

　　の，大本の申の枝葉の，大海の中の一河川にすぎない歴史なのだから。［ZTB：2a］

以上の記述から，『歴史精髄』とは，①オルジェイトの命令により，②『集史』の補遺とし

て編纂された，③アダムの時代から1300／1年に至る第4気候帯の諸預言者・カリフ・諸王

を対象とする普遍史書で，④イブン・アスィール（！233没）2了〉，ワーキディー（823没），

『征服』の著者の3人が情報源に含まれていたことが分かる。

　先行研究では，オルジェイト治世中の！305－1316年が『歴史精髄』の成立年代だと考えら

れてきたが［Jahn　1963：200］，ここにはそれ以前の年代が記されている。それどころか，

1300／1年というのはかザンの治世にあたり，オルジェイトの即位以前の年代である。ここ

では，オルジェイトが即位後にラシードに『集史』編纂を命令する以前，すなわちガザンの

治世に既に世界史の編纂計画があったことが示唆されている。しかし，ここでは執筆年代

（ガザンの治世〉とパトロンの名前（オルジェイト）に矛盾が生じているため，この序文の

信頼度については別の記述をもとに更に検証する必要があるだろう。そのために，次に『歴

史精髄』の各階の序文を検：討したい。

　3　『歴史精髄書目章の序文

　巻頭序文では，序章muqaddima（アダムからノア），1章qism（イスラーム前史），2章

（イスラーム史）という章構…成が紹介され［ZTB：2a－2b］，序章の記述が始まる。　ZTBと

ZTT3の章構成は巻頭序文に書かれている通りだが，　ZTTI（とZTT2）には，この後に世界

の諸王朝の歴史が続く。これらの諸王朝の歴史の章構成については，巻頭序文では雷及され

ていない。その代りに，章の中には独自の序文を持つものもあり，全体として均整の取れた

一つの作品というよりは，様々な作品の集成のような形になっている。

　後半部の盤界の諸王朝の歴史の最初に置かれているのが「イスマーイール派史」である。

この章の序文は巻頭序文よりも長く詳細な内容になっている。そこには，カーシャーニーが

ガザンの命令を受け，トルコ，タジク，インド，ユダヤ教徒，パター地方，チーン，マン

ズィー，フランク，キリスト教徒na§ara，ムスリム，キリスト教徒tarsa，アラブ，アジャ

ム，東方，西方の人々全てを含む『集史fdimi‘　a／一　Tawarikh』の編纂を終えたと記されてい

27）　イブン・アスィールからの引用は，実際に本文中でも確認できる〔ZTTi：198b；ZTI：45］。
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る［ZTTi：189b－190a；ZTI：3］。この記述に基づけば，『集難の著者はカーシャーニーで，

その編纂はガザンの治世に始まっていたことになる2S）。そして，『正史』の完成後にヂイス

マーイール派史」を「『集計』という鞍の革帯に結び付けた」と記しており［ZTTi：190a；

ZTI：4コ，『集史』の完成後に新たに章を補っていたことが明輝されている。

　巻頭序文やこの序文に見られる『二二の補遺（或いは一部）とするために，歴史を執筆

したという表現は，その他の章の序文においても確認できる。序文が現存している章の中で

は，ヂフランク史」と「申国史」の序文に岡様の文言が記されている〔ZTTi：308a；ZTTI：

370a，　370b］。また，「セルジューク朝史」の序文の中でも，その執筆動機は，盤界の諸民族

の歴史tarIkh－i　lum1㌘yi　a＄naf－i烈amを書くように命じられたためだと記している［ZTT王：

277b］。これらの記述からは，二一シャーニーが躁史』と呼ばれる作贔に次々に章を書き

足し，増補していた様子がうかがえる。したがって，必ずしも前半部「天地創造からアッ

バース朝に至る歴史」が最初に成立したわけではないようである。本稿では，ここまでカー

シャーニーの世界史を『歴史精髄ヨと表記してきたが，実は，彼が歴史精読という書名

を用いているのは前半部F天地創造からアッバース朝に至る歴奥」だけで［ZTT圭：66b；

ZTT3：85a］，後半部の諸王朝史では一貫して『集魚』という書名を用いている。鞭i史精

肉は『集史』の一部という位麗付けのようである。ただし，カーシャーニーの僅界史を

『集史」と表記すると，ラシードの『集史』との混乱を招くおそれがあるので，本稿ではこ

れ以降も『歴史糖髄』という表記を用いることにする。

　4　『歴史精髄』の執筆年代

　巻頭序文では執筆年が700／1300／！年となっていることは既に述べた。執筆年をこの年と

する記述は，rルーム・セルジューク朝史」でも児られ［ZTTi：　254b，255b（図1）129），執筆

時期はやはりガザンの治世と考えて間違いないようである。『歴史精髄』の中では「イス

マーイール派史」と沖国史」以外の章ではかザンの名前は挙げられていない［ZTTi：

190a；ZTI：3；ZTTi：370a，370b］。ただし，彼の別迂曲石の花嫁還に，「本書の著者は公

正なる王ガザン・ハーンにより，世界の歴史を集めるよう命じられた際インド人の歴史に

ついて以下のことを知り得た」〔AJI2：50b－51a］　so＞という記述があることからも，彼の世界

史編纂はやはりガザンの命令によるものであったと考えるのが妥当だろう。

　ところで，「インド史」の執筆年は703／1303／4年となっており［ZTTi：347a〕，全ての

28）モートンがカーシャーニーの主張を支持する根拠として挙げたのが，まさにこの記事である

　［MortoR　2004：23－25］．

29）「ルーム・セルジューク装弾」の最後の記事は，執簗年より後の70i／1301／2年の冬の事件に

　なっており〔ZTTi：255b］，その後に加筆された形跡が見られる。

30＞　続；石の花嫁壽の写本にはラシードに献呈された系統の写本（AJI2）とタージュ・アッディー

　ン・アリーシャーTal　alつ至n‘Ah－shah　lこ献呈された系統の写本（A∬，　AJL）と二種類の系統が

　あり，この一文はラシードに献墨された系統の写本においてのみ確認できる。
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◎Central　Library　and　Documentation　Center　of　the　University　of　Tehran［筆者により掲載許可取得］

’4行目に執筆年が700／1300／！年であることが明記されている

　　　図1　『歴史精髄』「ルーム・セルジューク朝史」の宋尾［ZTTi：255b］

章が700／1300／1年に完成していたわけではないようである。三章がそれぞれ序文を持って

おり，独立した構造になっていることからも，世界史．に組み込むために，章ごとに順々に編

纂を進めていたことがうかがえる。そのために，執筆年にもずれが見られるのである。

　700／1300／1年に執筆された巻頭序文に，ガザンではなくオルジェイトの名前が記されて
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いることについても，以上の『歴受精髄』の編纂の経緯から説明可能である。「インド史」

には，711／1311／2年，712／1312／3年［ZTTi二345b］，7！5／13！5／6年の記事が£ZTTi：

346a］，「イルビル史」には709／1309／10年の記事があることから［ZTTi：275a］　3i＞，カー

シャーニーはオルジェイトの治世にも『歴史精髄』の編纂を続けていたことが分かる。すな

わち，巻頭序文における矛盾は，！3！5／6年以降に『歴史精欄を再編纂した際に，ガザン

の名前をオルジェイトに置き換えたために生じたものだと考えることができる。『歴史精髄』

には，ガザンの治世に書かれた情報およびその後オルジェイトの治世に加筆された情報，

という二つの情報の層が混在しているのである。

W　『集史』第2巻「世界史」

　三　篠史」第2巻「世界史」巻頭序文

　前章では，カーシャーニーの『歴史精髄』はかザンの命令で1300／1年頃に編纂され，ラ

シードの『田野』よりも広い地域を対象とする世界史であることを確認した。先行研究では，

『集史』の引き写しだと考えられていた歴史精髄』がそれよりも早く成立していたとする

ならば，『集則の内容との類似はどのように解釈すればいいのだろうか。続けて，ラシー

ドの盤界史の内容を検討したい。これまでの『集史』研究で平臥を集めてきたのは，第1巻

「モンゴル史」冒頭の総序文の記述である。一一方，これは極めて奇妙なことであるが，ラ

シードの世界史を扱う際にt第2巻「世界史」の巻頭序文を分析した研究は管晃の限り存在

しない。巻頭序文を含む第2巻「世界史」の現存最古の写本JTTi（717年第！ジュマー・

ダー月末日／1317年7月14日書写）には次のように記されている。

　　さて，これらの言葉を書きし者・これらの文章を記せし者・この構成を集めし者・この

　　組み合わせを書き記せし者一永遠にして慈悲深き御方（神〉に祈りを捧げ賛美する

　　者であるが一は，本書の読者に申し上げる。時の運命の要請・時代の急激な変革に

　　より，世界の全ての入々の歴史，アダムの子孫の諸民族の有名な人々の行状・意志を書

　　き記し，筆の運びの中に結び付け整理された。神様の支持・神様の恩恵の助けにより，

　　東方から西方に至る七つの気候帯の全てが（整理された。そして，）イランの地1珀驚

　　zamlnの諸王・命令者たちの歴史を含む，7つの国の中心にして地上の精髄・精選たる

　　第4気候帯の歴史を，アダムの御世から700／1300／！年である今この疇に至るまで，ム

　　スリムahl－islamの考えに従って書き記し，一責任は語り手にある　　，同時代人

　　の著作から選び引用し，諸々の歴史書の補遺にしょうと考えた。実のところ，本書は全

31）　「イルビル史」［ZTTi：274a－275a］はilオルジェイト史』の710／1310／1年の記事に相当する

　［TUA：184a－186b；TUH：110－115］。置オルジェイト国司ではこの後に717年ムハッラム月／1317

　年の記事が村け繍えられている。また「インド史」の一部［ZTTi：344a－346a］は騨オルジェイ

　ト蝿の7！5／1315／6隼の記事に相当する〔TUA：215b－220a；TUH：184－194］。
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　　ての中のほんの一部，大本の中の枝葉大海の申の一河川にすぎないのだから。［JTTi：

　　lb－2a］

JTTiはラシードの存命中に作成された写本で，　uウシャンも「世界史」を校訂する際にこ

の写本を利用している32）。その巻頭序文は，『歴史精髄』と比較してみると（資料！＞，単語

や文章の構造がよく似ており，双方のテクストには明らかな関係性が見出せる。

　『集史』第2巻f世界史」の巻頭序文の分量は歴史精樹の二分の一程度しかなく，内

容も『歴史精髄』と比べて不完全である。そこには，著者名，パトロン名，書名といった著

者が序文に書くであろう情報が記されていない33｝。作品の内容についても，ヂアダムの御世

から1300／1年に至るイランの地の諸王の歴i史」と説明され，インド，中国，ヨーロッパを

扱った「世界史」である点には触れられていない。そして何よりも，序文の執筆年代である

！300／1年というのはかザンの治世で，オルジェイトの即位以前の年代である。これは，オ

ルジェイトの命令で編纂された『集史』の序文としてはありえない内容だと雷える。この序

文だけから判断すると，『集史』の記述の方が『歴史精髄』からの引き写しである可能性が

高いように思われるQ

　2　『集史』第2巻「世界史」各章の序文

　些些第2巻e世界史」において著者名を確認できるのは，唯一「イスマーイール派剋

の序文である。そこには，パトロン名を明示せずに，トルコ，パター，インド，ユダヤ教徒，

キリスト教徒，フランク，西方，アジャムの人々の歴史を完成させた後，『集史』の補遺と

してギイスマーイール歴史」の執筆に取り掛かった旨が記されている［JTI二1－2］。この部

分のテクストも巻頭序文と同様に，『歴史精欄の対応部分とほぼ同じ内容と文体になって

おり［ZTTi：189b－！90b；ZTI：！－5］，一見したところ，『歴史精髄』の序文を簡潔にまとめ

て，カーシャーニーという著者名の代りに，腿師ラシードRashid　al－Tabibjという著者名

を書き加えたような形になっている。

　ところで，f医師ラシード」という著者名は歴史書の序文に出てくる形としては，少し奇

妙である。著者が作品の序文で自分の名前を記す場合，イスム，クンヤ，ニスバをもう少し

詳しく記すのが一般的である。例えば，ラシードは第1巻「モンゴル史」では，Fadl－A｝lah　b．

Abi　a1－Khayrat　al－mulaqqab　bi－Rashld　Tabib　Hamadaniと名乗っている［JTM：135〕。また，

32）ただし，肝心の第2巻「世界史」の序文を校訂する際にはJTT1写本にはfflを通さなかったよ

　うで，写本問の異同を示す際に本写本には書及していない［JTII：Iil　1531－1532］。

33）　繰鶴第2回戦世界史」の巻頭序文が保存されている写本は少ないが，そのいずれもが罰様の

　内容になっているGTG（1664年書写），　JTL（1671年書写），　JTR2（1840年書写），　JTR3

　（1851／2年書写），JTME（19世紀書写〉）。　JTT2（15世紀前半書写）では，　kl　du‘a－gii－yi　hamid－i

　qadlma－yi　karlm　astの箇所にAねmad　b．　Mut　ammad　b．　Mubamrnad　a1－Bukhariという名前が記さ

　れている［JTT2：1b〕。これは，写字生が：書写する際に霞分の名前に書き替えたものだと考えら

　れる。
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資料圭　野歴史精髄彪と罪集史』第2巻「世界史」の巻頭序文
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蝶史』の後に編纂された諸著作の中では，Fadl－Allah　b．　Abi　al－1（hayr　b．‘AII　a1－mushtahar

bi－1－Rashid　al－Tabibと名乗っている［SHP：lb；KT：lb；K：S：118b；LH：135；BE［：1；AA：

256；WN：35］　3e。微妙な表現の違いこそあれ，ラシードが慮分の名前を名乗る際には，「医

師ラシードとして名高いアブー・アルハイルの息子ファドル・アッラー」という表現を用い

ていたようである35／。それに対して，「イスマーイール派史」の序文に毘られる「医師ラ

シード」という表現は，ラシード本人が序文を書く際に用いる表現としては一二ではないよ

うに思われる鋤。

　「イスマーイール派史」以外で，『集配』という書名を確認することができるのは，「セル

ジューク朝史⊥「ユダヤ史⊥「インド史」の序文である［JTS：3；JTB：1；JTH：2〕。歴史

精髄』各章の序文では，ド集剣の補遺としてという書き方が多かったが，『集史』第2巻

f世界史」各章の序文では，この作品こそが『集史」であるという書き方になっている。こ

のことは，カーシャーニーが執筆していた時点では，未だに完成していなかった『集郊が，

ラシードの執筆賭には既に完成品として念頭にあったことを示しているのではなかろうか。

　3　『集史』第2巻「世界史」の執筆年代

　礁史』第2巻「世界史」の編纂は！304年に即位したオルジェイトの命令で始められた。

しかし，巻頭序文には，！300／！年という彼の即位：以前の執筆年が記されている。第2巻

「世界史」にはTこれ以外にも，「インド史」の執筆年703／1303／4年［JTH：4，663，「中国

史」の執筆年704／1304／5年［JTK：：7，11，　34，　37］，「フランク史」の執筆年705／1305／6年

［JTF：17，18，19，　39，122］という年記が見られ37）、これらの年代は一応はオルジェイトの治

世に含まれる。しかしながら，オルジェイトの即位は703年の最後の月ズー・アルヒッジャ

月17日／1304年7月21蕪であるので［TUA：149b；TUH：30］，即位後直ちにオルジェイ

トが命令を下したと仮定してtはたして，703年の残り10日余りで，「インド史」を執筆し

始めることが可能だったろうか。その他の章についても同様で，いくら沢山の助手を使った

としても，！～2年という短期間で，全く白紙の状態から丁現代の歴史家に「史上初の世界

34）　ただし，最後の一例だけal－Hamadaniが‘Allの後ろに挿入されている。また，神学著作の一一つ

　罫タフスィールの鍵MOftdii　al一　Tafdisirkでは，　Fadl－Ailah　b．　Abi　al－K：hayr　b．‘AII　al－mulaqqab　bi－

　Rashld　al－Tablbという，第1巻「モンゴル史」の自称表環に近い形が採用されている£MT：40］。

35）　ただし，ラシードは序文ではなく，蝶史』第！巻「モンゴル史」の本文中では，二箇所で「医

　師ラシードRashid　Tabibjという自称表現を用いている〔JTM：II　！283，！311］。この胴桝の存在

　については，赤坂一戸氏にご教示頂いた。記して謝意を表する。

36）　『集郊第2巻r世葬史」の写本には，「イスマーイール派史」が脱落しているものが多い。例

　えば，前節で級つた蝶史』写本の中で，「イスマーイール町史」を含むのはJTT2だけである。

　この写本では著潜名が書かれる箇所が空白のまま残されている。

37）705／1305／6年にアフィーーフ・アッディーン‘Afif　al－Dinという絵師了がラシードの著作の挿絵を

　作成していた，という証醤もある［MAA：478－479］。この著作が蝶難であるのかは分からな

　いが，蝶史露であるとすれば，この時点で本文の大部分は完成していたことになる。
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史」と評価される程の内容の「フランク史」や「インド史」を編纂することが果たして可能

だったろうか。この完成までの余りに短い時間もまた，「世界史」編纂の構想がガザンの時

代から存在していたことを示唆している。

V　カーシャーニーの主張の真意

　1　『集史』第2巻「世界史」の情報源『歴史精髄』

　歴史精髄』と『集蝿第2巻「世界史」のテクストの間には強い関係性が兇出され，前

者の編纂年代の方が早い。それだけではなく，オルジェイトの治世に編纂された蝶剣第

2巻「盤界史」には，ガザンの治盤の年代も確認できる。これらの証拠からは，カーシャー

ニーが陳鰯を盗作し『歴史精騰を著した，という定説とは正反対の仮説，すなわち，

ラシードが混一シャーニーの世界史を書き写した，という可能性が導き出される。実は，そ

の動かぬ証拠が第2巻「世界史」のテクストの中に残されている。

　第2巻「世界史」の現存最古の写本は714／1314／5年に書写されたアラビア語版隙史』

JTEである38／。その第2章の蟹頭には，朱色で次のような題字が書かれている［JTE：39a］。

　許」鵡らρ国IJ五ud押t凝｝癖押1謡・恥頴“」回．麟’智」脚さ題，Lメ’脳岬｝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　♂しふ織

何と礁蝿のテクスト中の表題の一つが「『歴史精髄Z幼4磁α」一Zawdrikh3の第2章」と

なっているのである。実は，この箇所の写真は，ブレアSh．　Blairが第2巻「世雰史」のハ

リーリー写本のファクシミリ版を出版した際その解題の中に掲載している〔Blair　l995：

20］。この表題の記述は，万人の騒に触れるような状態にあったにもかかわらず，これまで

誰もこの問題の箇所に注意することはなかったのである。また，この写本の第1章の末尾に

はf本書の著者が706年ラジャブ月2H／13e7年！月7日に記した」とあり［JTE：38b］，

第2巻「世界史」の前半部第1章の編纂がこの年に行われたことまでがこの写本からは明ら

かになる。

　また，この表題が確認できるのは，JTEだけではない。第2巻「世界史」のペルシア語

版のほぼ全ての写本では，表題は次のように記されている［JTT1；JTRi：58b；JTT2：57b；

JTG：57a；JTL：55a；JTQ：18b；JTMS：26b；JTR2：48a；JTR3：　58b］39’．

38）蝶史還第2巻「世界史」のアラビア語訳。JTEと714／1314／5年書写のハリーーリー写本
　（London，　K：halili　Coilection，　MS，727）との関係については諸説あったが，現在では別写本ではな

　く，同一の写本から切り取られ別々に伝わった残簡であるとする説が有力になっている［Blair

　1995：15－36］。本稿ではこれに従い，JTEの書写年をハリーり一写本の轡写年である714／

　！3！4／5年とした。同一写本ではないと仮定した場合でも，書写年が14世紀初頭であることは問

　違いないように思うので，本稿の論証には影響しないだろう。

39＞本稿では，ミーノヴィー麟書館に所蔵されるJTTIの影印本（Tehran，　MiRovi　Library．　No．

　‘A399＆No．　‘A400）を参照した。影印本からは写本にふられている頁番号を確認できなかった。

　この記述は影印本No．‘A400の50頁冒で確認できる。
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その申でも，ラシードの存命中に書写されたJTEとJTT1のテクスト中に「『歴史精髄』の

第2章」という表題が存在することは，『集史』の編纂過程を再考する上で晃逃せない事実

である’te）。少なくとも，躁難第2巻「世界史」のag　2箪ゼイスラーム史」に関しては，

！307年に，『歴史精髄』から書き写されたものであると断定しても手違いないだろう。

　第2巻「世界史」が『歴史精髄』にほぼ完全に依拠した作品であると考えれば，第2巻

「世界史」のテクスト中に見られる様々な矛盾点を説明することも冷製となる。歴史精髄』

の序文からカーシャーニーの名前やガザンの名前を消すことにより，オルジェイトの治世に

編纂された繰贈の序文に矛盾しないような形への書き替えが行われ，その上，修辞を凝

らしたカーシャーーニーの序文が簡潔に書き直されている。それを象徴する事例として，「中

国史」冒頭の序文の事例を紹介したい。『歴史精髄』におけるfイスラームの王であるガザ

ン・ハーン（の治世に？）命令が下された。申国の地の諸事件とその王国の諸王の王朝の起

源を，簡潔明快な形で『集史』に補うように8」［ZTT1：370a（ec　2）］という文章が，『集

史』では「イスラームの王はお命じになられた。その王国（中国〉とその地の諸王の歴史を

簡潔明快に補うようにと」〔JTK：8］という形になっており，ガザンの名と『集史』の補遺

として編纂された，というその編纂の経緯に抵触する部分が肖［」除されている。ただし第2巻

全体としては，編纂を急いだためか，滞歴史精髄』の第2章」という記述や不完全な冒頭序

文など，陳史』のテクストとしては不自然な点も幾つか残されている。

　2　『集史』編纂の過程に関する新見解

　以上の考察から，カーシャーニーが懲分こそが『集書の真の著者だと主張した真意は，

ラシードの繰鰯第2巻「樫界史」の情報源は，彼自身がガザンの命令で編纂を続けてい

た『歴史精髄』である，という点にあったと考えられる。

　カーシャーニーは世界の諸民族を対象とする歴史精華の初版を700／1300／1年にガザ

ンに献呈し，その後も薪しい章の編纂に従事していた。おそらく章ごとに少しずつ編纂し，

それが完成した段階で，『集史』という書名をつける予定だったと考えられる。日章ごとに

序文が付されているのはそのためであろう。そのような中で，！304年にガザンが亡くなり

オルジェイトが即位した。ガザンに「モンゴル史」の執筆を命じられていたラシードは，即

位したオルジェイトに完成した「モンゴル史」を献呈したところ，それに「世界史」と「世

界地誌」を加筆するように命じられた。その時に，ラシードが騒を付けたのが，自分と交流

のあった歴史家カーシャーニーのゼ歴史朗吟であった。ラシードは既に完成しつつあった

歴史精髄』に少し手を加え，『集史』第2巻「世界史」に栢志しい形に書き替えた。この作

40）唯一の例外として，19世紀に書写された写本の中で，購集史』の第2章」という表題が確認で

　きる［JTME：92］。
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◎Central　Library　and　Documentation　Center　of　the　University　of　Tehran［筆者により掲載許可取得］

■行目に「イスラームの王であるガザン・ハーン」という記述が見られる。『集史』の対応する箇所ではか

ザン・ハーンの名前は削除されている

　　　図2　『歴史精髄』「中国史」の冒頭［ZTT1：370a］
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業をラシード自身が行ったのか，カーシャーニーに行わせたのか，それとも他の歴史家に行

わせたのかは分からない。ただし，ラシードが目を通していたら，訂正したであろう記述が

幾つか残っており，ラシード自身が手を詠えたとは考えにくい41＞。そして，遂に706／！307

年，ラシードは3巻本繰剋のオルジェイトへの献呈を果たしたのである。

　もちろん筆者は，カーシャーニーが主張しているように，ラシードが盗作を行ったと結論

するつもりはない。前近代の歴史叙述においては，先行する作晶のテクストからその著作名

に言及せずに引用するということは蝸たり前に行われていた。ラシード自身も『集史』にお

けるテクストの引用について，次のように断っている。

　　小生（ラシード）はこの『集史書の執筆を命じられたので，拙守族の有名な書物の中に

　　記されており，各民族のところで途切れることない伝承として知られていたところのも

　　の，そして，各民族の権威ある知識人・碩学たちが自身の信じるままに語ったところの

　　ものを，一切の変更・改編・改変のないそのままの手法で記す。［JTM：1！2］

ただし，その情報源となったのが二一シャーニーの『歴史精髄』であった点，カーシャー

ニーの著作活動は，本来はラシードの『集史』編纂とは別のものであった点には注意しなけ

ればならない。

W　『歴史精髄選に対する評価

　カーシャーニーがラシードの助手の一人ではなく，独立した歴史家であったことは同蒔代

の歴史家の証言からも明らかである。例えばムスタウフィーは，ルリスターン地方の歴史

と地誌を書く際に歴史精髄』を一次史料として利用している［TG：537；NQ：192，281］。

現存する『歴史精髄』の写本にはルリスターンの章は存在していないが，表1で提示した章

構成よりも更に多くの王朝を対象とする歴史書であった可能性すらある。

　さらに，カーシャ一曲ーと彼の著作匿歴史精髄』は，アバルクーヒーAbarqah1ガ歴史の

YFg　pa　Firdaws　alww　Tazvarileh』（！406年目［FT：3b］，ムハンマド・ムーサウイーMubammad

Masawi『正しき歴史ASa！zk　al－Tawdirile／zS（1428－47年頃）£AT：2b］，ミールハーンド

Mir－khwand『清浄園1？aw4at　al－Safd』（1498年）［RS：17］，ムスリフ・ラーリーMus1恥

しarl『時代の鏡磁ナ厩α♂一直4zo6γ』（1566年）［MA：5a］，ビドリースィ・一一　Bidllsl陳誉の書

Slzaraf－ndima』（1596年）［SHN：23］といった作品の中でも欝及されており，後世の歴史家

4i）　『旧史』総序文の残次によれば，第2巻の二成は第1部bab「オルジェイト史」と第2部f世界

　史」の2部構成となっている。第2部「世界史」は第1章qism「諸民族の歴史」と第2章「続

　編」の2章構成となっていて，第1章「諸民族の歴史」は，第1節fa＄1「アダムから現在に棄る

　預書者・カリフ・諸王・世界の諸民族」と第2節「徽界の諸民族」の二つに分かれる〔JTM：1

　！9－20］。この「章qism」という単語は，第2巻r世界史」では「諸民族の歴史」の更に小さい単

　位のギイスラーム前史」とギイスラーム史」を区購する際に用いられている。ラシードが総序文

　で明示した巻構成と実際の構成は一致しないのである。
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の問でも名の知られた存在であった。カーシャ一側ーをラシードの助手とする評価は，ラ

シードを高く評価してきた現代の歴史家により創り出され，その真正を確かめないまま再生

産され続けてきたものに過ぎないのである。

お　わ　り　に

　カーシャーニーによる世界史編纂は，ガザンの意志により始められ，彼の著作野史精

髄』は，ラシードの『下下』よりも早く編纂され，より広い地域を対象とした世界史であっ

た。一方，ラシードの蝶史』第2巻「世界史」は，概に編纂されていた『歴史精髄』に全

面的に依拠して成立した作品にすぎない。したがって，琶界史という構成西だけで考えるな

らば，硬上初の世界史3という評価は，本来猛史精髄』に対して与えられるべきものな

のである（fモンゴル史」が含まれていないことをどう評価するかは別問題になるが）。一方，

『歴史精髄』のテクストに少し手を加えて成立した『集史』第2巻「世界史」の細部には，

情報源となった歴史精欄の記述が残り，『集廻の内容としては不自然な点が散見され

る。どちらを独立した作品と見なすべきかは，明らかではなかろうか。歴史精髄』と『油

島」の関係性については，これまでもたびたび指摘されてきていたが，テクストが刊行され

ていなかったこと，そして，何よりもラシードを偉大な歴史家だとする我々の先入観により，

『集史』を「史上初の世界史」と考える定説が再検討されることはなかったのである。とこ

ろで，歴史精髄謁には，「ルーム・セルジューク朝立」など躁史』編纂の際に採用されな

かった隅時代の記述も幾らか含まれている。歴史精血は，単に礁蝿編纂に関する新

見解を提示するだけに留まらず，イルハーン朝時代の歴史を再構成する上でも大きな可能性

を秘めているのである。この点については，稿を改めて論じたい。

＊本稿は，日本学術振興会科学研究費補助金（特別研究員奨励費），松下幸之助記念財団

研究助成，平和中島財団巳本人留学生奨学金による研究成果の一部である。
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